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第１７回雲南市水道事業に関する審議会 議事録 

 

１．と き：平成２４年２月１５日（水） 午後１時３０分～午後３時３０分 

２．ところ： 雲南市水道局１階会議室 

３．出席者 

（審議会委員） 

和泉利男会長、高橋美智子副会長、藤原重達委員、宮川 昇委員、渡部弘明委員、驗馬重弘 

委員、江角一津枝委員、太田明美委員、梶蔦俊雄委員、堀江貞男委員（委員１０人） 

（事務局） 

 藤井 勤副市長、金森憲吉水道局長、稲田 剛総務課長、藤原裕治営業課長、岸野俊一工務 

課長、村重悦子ＧＬ、小川雄太主事                    

 

[次第] 

１． 開会（稲田総務課長） 

(1) 欠席者の報告（若槻昭夫委員、入澤広子委員 ２人） 

(2) 雲南市水道事業に関する審議会条例第６条第２項に基づき、委員の半数以上が出席しており 

会議は成立していることを報告。 

 

２． あいさつ 

(1) 和泉利男 審議会会長 

(2) 藤井  勤 副市長 

 

３． 諮問 

藤井副市長から和泉会長に諮問 

(1) 諮問内容 「水道料金について平成２５年４月徴収分から料金改定を行う。」 

   （改定案は別紙のとおり） 

 

-----------------------以後、審議会条例第６条第３項に基づき、会長が議長となる---------------------------- 

４． 審議 

（議題）水道料金の改定について 

(1) 説明（事務局が資料１・２により諮問内容を説明） 

   説明要旨 

   ① 市の水道料金は平成１９年度から統一料金となった。 

   ② 市の人口は僅かに減少を続けており、節水意識の高まりや節水機器の普及に伴い、今後の

水需要が望めない状況にある。 

   ③ 水道施設は今後も安定した給水を維持するため計画的な施設更新を継続している必要があ

る。 

   ④ 現行の料金で水道事業を運営した場合、平成２５年度から平成２８年度までの期間中に

133,000 千円余の赤字が発生する見込みであり、適正な水道料金水準の設定に向け審議会

に諮問することとなった。 
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   ⑤ 水道料金の改定（案）として、基本料金を平均で５．２％引き上げ、従量料金２５ｔまでの単価

を１０円引き上げる。 

   ⑥ 利用者の負担軽減を図るため、料金算定期間（平成２５年度から平成２８年度まで）に不足す

ると見込まれる額の概ね 1/2 となる 68,000千円を一般会計から繰出し（追加支援）を行う。 

 

(2) 質疑・応答 

和泉会長 

口径の小さいところの負担が大きく、口径が大きいところの負担が少ないように思える。

口径の小さいところの上昇率が大きい。（資料 NO．1  Ｐ５） 

事務局 

家庭の契約件数が月 10,086件、うち１３ミリの家庭が 9,544件、２０ミリが 511件で、１３ミリの占め

る割合が９５％、２０ミリが５％です。このため、赤字分を解消しようとすると配分上こうした割合になら

ざるをえません。口径の大きいところで解消しようとするとかなりの引き上げとなります。 

和泉会長 

受水費はいつから発生したものか。 

事務局 

今年度（平成２３年度）から発生しています。 

和泉会長 

資料を見ると平成２８年度市からの追加補助金はないが、３年間の補助なのか。（Ｐ４） 

事務局 

４年間の料金算定期間中の収支不足に対する補助金であり、配分は単年度の収支見込みに応

じています。 

驗馬委員 

東日本大震災、デフレなど全国的に好調期でない時期である。費用の方で支出を抑える努

力はこれ以上できないのか。 

事務局 

（収支を）精査しながら見込んでいます。特に費用については平成１９年度から平成２２年度にか

けて４％程度縮減を図り、人件費で約 22,000千円、繰上げ償還による支払利息で 50,000千円、維

持管理に係る修繕費で 11,000千円程度縮減を行いました。 

この結果、平成２３年度も黒字を確保できる見込みですが、こうした営業努力も限界に近付いてお

り、今回見直しをお願いするものです。 

驗馬委員 

費用の方で減価償却費が大きく占めている。内容を具体的に教えてほしい。簡易水道が水

道事業に経営統合されることに伴う影響なのか。 

事務局 

現在の上水道施設等の整備に係る減価償却費です。これまで整備してきたものの更新等に

必要な積立が主なものです。 

簡易水道事業については特別会計で運営しており、平成２８年度から企業会計に統合する

ことから、現在資産について評価作業を行っている最中であり、確定数値が出ておりません。

従いまして、お示ししている収支には簡易水道の減価償却費は含まれていません。 
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和泉会長 

関連して、平成２６年度減価償却費が伸びているが、大きな工事があるのか。 

事務局 

（大東町）海潮の簡易水道が平成２４年度から始まる予定であり、試算で概算総額７億２

千万円を予定しています。（注：大東町の簡易水道は法適用簡易水道で、公営企業会計で運営

しています） 

和泉会長 

前回の料金改定では、平準化を図るため大東町と木次町、三刀屋町の水道料金を下げてい

るが、よくここ（平成２３年度）までもったと思う。大東町と木次町、三刀屋町の料金水準

からすれば加茂町は引き上げとなったと思うが。 

事務局 

旧町の基本料金は、大東町で 1,575 円、加茂町が 1,470 円、木次町、三刀屋町が 1,270 円、

吉田町 1,410 円、掛合町が 1,430円でした。（注：基本水量は加茂町で 10 ㎥、他町は 8㎥） 

和泉会長 

基本料金はまちまちだったと思う。口径別の町もあれば、使用目的に応じた町もあったは

ずだが。 

事務局 

当時の料金（旧料金）で使用水量が２０トンの場合で比較しますと、大東町が 3,795円、

加茂町 3,150 円、木次町、三刀屋町が 3,650 円、吉田町が 3,430円、掛合町が 3,320 円でし

た。 

和泉会長 

前の料金（旧町ごとの料金）と比較すると今回の引き上げ後の料金が低い。（口径１３ミリ

で月 20 トン使用した場合 3,610 円） 

事務局 

引き上げ後の額と旧料金との比較では、吉田町、掛合町は高く、加茂町も約 500 円高くな

っています。 

渡部委員 

前回、平成１７年度から平成２２年度までの供給単価と給水原価の資料を示されたが、同

じもので料金算定期間中の見込みを出してほしい。それを比較しないと加茂町の出身として

は議論にならないと考えている。（加茂町は）かなり高く払っているので、その理由が明らか

にならないと議論にならない。 

事務局 

次回の審議会までに資料を提出します。 

堀江委員 

掛合町の新しい浄水場が完成し、今年から供用開始と聞いているが、資料（NO．2 P2）を

見ると人口減少の割合が（掛合町が）一番大きいと思う。 

一方、（掛合）総合センターによると相当な漏水があると聞いている。施設が良くなっても

このまま漏水が続けば計り知れないものがある。早急に本格的な漏水対応をお願いしたい。 

事務局 

早急に漏水調査を行い、対応します。将来的にはきちんと管路の整備を行う計画です。 
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藤原委員 

７ページ（NO.1）を見ると山間地の雲南市をはじめ、飯南町、大田市、江津市が（料金が）

高い。松江市、出雲市が低い（安い）。その要因は何か。 

事務局 

松江市、出雲市は比較的平地であり、効率的な施設運営が行えますが、中山間地で起伏が

あればどうしても加圧ポンプ所を設けるなど設備投資が大きいのが要因です。 

驗馬委員 

副市長に伺う。（資料 NO.1）３ページの一般会計補助金は市からの補助金だと理解するが、

これは最低補助する額と理解していいのか。 

副市長 

新年度の予算を決める協議の中で、関係の部局で水道料金に対する考えを議論しました。

政策決定のプロセスとして各部署での検討会議、三役調整会議を経て市が半分を補助するこ

とを決定しました。 

もちろん財政（課）は公営企業の基本的なものとして使用料金で賄っていただくのが原則

との見解でしたが、急激な負担増をお願いすることになりますので、最終的に市長判断で半

分を一般財源で補い、半分を使用料でお願いすることとなり本日ご提案をさせていただいた

ところです。 

宮川委員 

水道料金に未収金はないのか。 

事務局 

ございます。１２月末現在で上水道は 18,368 千円、簡易水道で 3,583千円、いずれも過年

度といいますが、平成２２年度以前のものです。収納率も年々努力しておりまして 31％程度

となっております。現年度は 99％を見込んでおり、未収額は 700 万円を見込んでいます。 

太田委員 

上水道使用料が引き上げされると、下水道使用料も値上げされるのかと思う。主婦の立場

としては水道料金が高いと思う。出雲市の近くに住んでいると、けっこう出雲市の話がでる

が、（出雲市は）安いという話題が出る。 

水がないと困るし、ポンプアップしてもらっていると経費もかかることは認識したが、生

活に（負担が）掛かってくるように感じている。 

事務局 

料金改定については、できるだけ改定しないように努力してまいりましたが、このままで

は経営が困難となる見込みですので、今回提案をさせて頂きました。 

太田委員 

口径のことだが、山間部は口径が大きいのか。 

事務局 

口径については必ず最低水圧、基準を満たすように設計し、高いところに（家が）あって

もポンプアップして配水池を設け、給水しておりますので口径を大きくしてはおりません。 

 

宮川委員 

家族構成が変わって、基本料金だけの家庭の割合はどうなっているのか。 
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事務局 

資料を準備しておりませんので、早急に準備させていただきます。 

和泉会長 

次回、どのあたりがどうなるのか資料を準備してほしい。基本料金以内が何件など、区分

けした資料を準備してほしい。急激な負担が増えるところはないと思うが、どの辺に影響が

出るか知りたい。 

江角委員 

田舎はお年寄りだけになってしまって、水道使用を控えて山水や井戸水といった自家水を

使う世帯もある。 

事務局 

自家水と水道を併用されている世帯もあります。 

藤原委員 

洗濯機も水をあまり使わないようになってきており、影響を受けているように思う。 

梶蔦委員 

口径の大きなメーターを小さくしたところも沢山あったように思うが、その影響はないの

か。 

事務局 

掛合町は（料金体系が）用途別で２０ミリのところ（世帯）が結構ありましたが、口径別

（料金）になってから、ご要望に応じて水道局が口径を小さくしたところもあります。 

梶蔦委員 

口径が小さくなった割には（料金の）上がる率が高いのか。 

事務局 

結局、口径が小さくなると基本料金が下がりますので、これまで口径別の料金でないとこ

ろについては、雲南市になった時に１３ミリに移していただいて、工事費の一部負担もした

経過があります。まだ残っているところ（世帯）については何らかの事情で２０ミリを引き

続き使用されていると考えており、現在では口径減をされる世帯もあまりございませんし、

一般の家庭ではほとんどが１３ミリとなっています。新しく付けられる世帯でも１３ミリが

多くなっています。 

和泉会長 

８トン未満でも（使用状況の）区分けはできるのか。１トンとか２トンしか使わない世帯

が高くなる。８トンぎりぎり使われると（トン当たり）１５１円ぐらいにしかならず、安く

なる。検討してほしい。 

梶蔦委員 

全然使われない世帯もたくさんあると思う。水道局ではチェックしていないのか。 

事務局 

休止で届け出があれば水道料はかかりません。 

梶蔦委員 

それまでは、ずっと投げておくのか。 

事務局 

たまにあります。使用がないのに基本料だけ支払っておられるところもあります。転出さ
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れて届け出をしないで支払っておられるところも何件かはあります。 

藤原委員 

人口動態の推計（資料 NO.2 Ｐ２）を見ると、世帯数について 1人暮らしの世帯が多いの

で将来予測をすると（世帯数が）減少すると思うが、（資料では）増える見込みとなっている

のはなぜか。 

事務局 

アパートにお住まいの人もいらっしゃいますので、世帯の人数は減りますが、世帯数は１

世帯と数えますので増えることになります。 

和泉会長 

世帯分離もあるし、人口は減っても世帯数が増加することもある。核家族化が進んでいる。 

ほかに意見がなければ、今日のところはここで打ち切らせていただきたい。また次回に資

料を出してもらったり、お気づきの点があり資料が欲しい方があれば事務局に直接依頼して

いただき、次の機会にご検討いただくようにしたい。 

それでは、今日のところは初めての機会なのでこの辺で納めさせていただきたい。 

 

５．今後の審議日程について 

和泉会長 

次に、今後の審議日程についてだが、３月議会も始まる時期に差し掛かってきたが、一方

今年は市長、市議会議員の選挙もある年であるので、どうしても９月議会までには結論を出

さないといけないのではないか。６月議会に話すようになれば、遅くとも４月ごろには、審

議会としての結論を出さないといけないと思うが。どの辺りがリミットなのか。 

事務局 

６月には議会があります。ですから５月までのところで答申を頂ければ、６月に議会へ説

明をして、９月には条例を出すことになると思います。１２月議会に出すと新年度（平成２

５年度）予算に反映させることができません。 

会長 

事は慎重に運ばないといけないが、かといっていつまでも引き延ばすことも如何なものか

と思う。できれば間を置かずに審議したい。副市長の都合に併せるとなかなか難しいので、

事務局との審議会をし、市長、副市長の判断が必要であれば、その次の審議会で審議するこ

とにしてよろしいか。 

------------------------------『委員了承」--------------------------------------- 

和泉会長 

副市長、いかがでしょうか。 

藤井副市長  了承 

和泉会長 

それでは、次回の日程を相談したい。できるだけ早い時期にしたい。４月では遅い。 

事務局 

そうしますと、３月の中旬あたりでどうでしょうか。 

和泉会長 

もっと速くならないか。そうしないとまた最初から話さないといけなくなる。 
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事務局 

３月１日に議会が始まり、９日あたりまでは一般質問や委員会がありますので、１３日、

１４日あたりでどうでしょうか。 

和泉会長 

止むお得ない。１３日、１４日あたりで開催したい。 

事務局 

１３日、１４日、１５日の都合はいかがでしょうか。 

和泉会長 

今、（日程が）決まらないか。 

事務局 

そうしますと、１３日はどうでしょうか。 

和泉会長 

  １３日、午後１時３０分から、会場も今日と同じところでしたい。皆さん忙しいかもしれ

ないが、この重要な問題を少人数で決めることはできないので、必ず出席いただきたい。よ

ろしくお願いしたい。 

  次回までに、料金引き上げによる負担がかかるところを調べておいてほしい。あまり影響

がなければいいが。押し並べて負担がかかるのはいいが、急激な負担があると困る。 

減価償却に関連して、大きな工事についても資料提出をお願いする。今の海潮（簡易水道

整備事業）だけなのか。では、以上で審議を終了する。 

 

６．閉会 

  金森局長、閉会のことば 

 

-------------------------終了：１５時３０分--------------------------------------- 

 

 


